
第22回 道央クラブバレーボール連盟６人制道央大会

　平成28年6月25日(土)　札幌市美香保体育館
　　　　　（体育室は 17:00 ～ 21:00 まで延長あり）

【男子の部】

【女子の部】

（Ａ・Ｂ・Ｃコート：札幌市美香保体育館）

【成績結果】
男子の部 優勝　Ｗ.Tradition 準優勝　北海道クラブ ３位　ＴＶＣ（札幌市）

（札幌市） （札幌市） 　　　Ａｗａｋｅ（札幌市）
女子の部 優勝　アイ・ディー・エフ 準優勝　北海道V-spirit ３位　ＷＩＴＨ☆Ａ．Ｓ（南幌町）

ｆｅｍｍｅ(札幌市) （札幌市） 　　　岩見沢優光クラブ（岩見沢市）
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今年度のｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ予選決勝と同一ｶｰﾄﾞとなった決勝戦。先ず1ｾｯﾄ目は序盤から互いに譲らず接戦となるが次第にｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌfemmeのｻｰﾌﾞが功を奏し又高さのあるﾌﾞ

ﾛｯｸで徐々にﾘｰﾄﾞを広げる。対する北海道V-spiritも攻撃を散らし応戦するが点差を縮めることができずｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌfemmeがこのｾｯﾄを先取する。2ｾｯﾄ目は正に決勝戦

のﾌﾟﾚｰを両ﾁｰﾑ共に繰り広げ見応えある接戦となる。中盤にｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌfemmeのｻｰﾋﾞｽｴｰｽを境にﾌﾞﾚｲｸﾎﾟｲﾝﾄも出始めて一気に流れが傾く。終盤北海道V-spiritも粘り

のﾚｼｰﾌﾞから攻撃陣にﾎﾞｰﾙを繋いで失いかけた流れを取り戻す。最後まで接戦となったが最後は意地のﾌﾟﾚｰで北海道V-spiritが得点を挙げこのｾｯﾄを取り返しｲｰﾌﾞﾝと

なる。決勝にふさわしくﾌﾙｾｯﾄまでもつれたが、最終ｾｯﾄは終始安定したﾌﾟﾚｰを見せたｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌfemmeが最後までﾘｰﾄﾞを保ちこのｾｯﾄを取って初優勝を飾る。

1ｾｯﾄ目序盤 W.Traditionはｻｰﾌﾞ,ﾌﾞﾛｯｸが冴えﾘｰﾄﾞを広げる。北海道ｸﾗﾌﾞも粘りをみせるが決めきることができず W.Traditionがﾘｰﾄﾞを広げこのｾｯﾄを先取する。2ｾｯﾄ目は

序盤より一進一退の攻防が繰り広げられ1点を争う展開となる。終盤を前に北海道ｸﾗﾌﾞは4番畑田が W.Traditionのｴｰｽを1枚でﾌﾞﾛｯｸし点差を2点に広げ終盤までﾘｰﾄﾞを

保つが、今度は W.Traditionのﾌﾞﾛｯｸが決まり同点に追いつくと好ﾚｼｰﾌﾞからｴｰｽが決めきり逆転に成功するとそのまま一気にこのｾｯﾄを逆転で奪い初優勝を飾った。


